
中数Ｂ−5

太一さんは，水を熱したときの水温の変化を調べました。そして，
水を熱した時間と水温について下の表のようにまとめ， x 分後の水温	
を y ℃として，グラフに表しました。

調べた結果

水を熱した時間と水温

熱した時間 x（分） ０ ２ ４ ６ ８ １０
水温 y（℃） ２０．０ ２８．２ ３６．１ ４４．２ ５２．０ ６０．０
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次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）	水温は，熱し始めてから１０分間で何℃上がりましたか。１０分間	
で上がった温度を求めなさい。

（２）	太一さんは，水温が８０℃になるまでにかかる時間を求めるため
に，調べた結果のグラフにおいて，水を熱した時間と水温の関係を
表す点Ａから点Ｆまでのすべての点が一直線上にあると考えること
にしました。

	 	 このとき，水温が８０℃になるまでにかかる時間を求める方法を
説明しなさい。ただし，実際に時間を求める必要はありません。
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中数Ｂ−6

（３）	（２）では，水を熱し始めてから x 分後の水温 y ℃について調べま
した。そこでは，２つの数量 x，y の値の組を調べ，それらの関係
を表す点がグラフ上で一直線上にあると考えました。

	 	 これと同じように考えて求められるものが，下のアからエまでの
中にあります。正しいものを１つ選びなさい。

ア イ

標高と気温 速さと時間
何℃？ 何分？

求めるもの
富
ふ

士
じ

山
さん

のふもとにある河
かわ

口
ぐち

湖
こ

観測所
（標高８６０m）の気温が２３.３℃の�
ときの富士山６合目（標高２５００m）
の気温

求めるもの
家から２１００m離れた図書館まで
分速７０mで移動するときにかかる
時間

知られていること
ある地域の気温 y℃は，地上から	
１万mぐらいまでは，高さ xmが
高くなるのにともなって，１００m
ごとに約０．６℃下がる。

知られていること
ある道のりを分速 xmで y分間移動	
するとき，xと yの積は一定である。

ウ エ

重さと料金 時刻と気温
何円？ １４０円 何℃？

求めるもの
送りたい郵便物の重さが９０gの
ときの料金

求めるもの
日の出の気温が１０℃だった日の
１５時の気温

知られていること
重さ x g の定形外郵便物の料金 y円
は，５０gまでが１２０円，１００gまで	
が１４０円のように，重さによって
決められている。

知られていること
晴れの日，日の出から x時間後の	
気温 y℃は，日の出から１４時ごろ
までほぼ上がり続け，その後翌日の
日の出までほぼ下がり続ける。


